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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 来週は祝日が2回あるため、処方薬等に気をつけましょう。

· 学術で発表する際のパワーポイントや発表原稿等の報告を阿部G.O.Mにして下さい。

· 9月18日（月）、諏訪さんがお休みです。

＜患者様連絡事項＞

· 野里　朝子様～エンシュア摂取後より便失禁が多くみられてきた為、エンシュアが中止となり、本日昼よりアイソジェン（1日3本）へ変更となっています。導尿は22日までの指示にて継続となっています。排泄状態の観察を行なっていきましょう。

本日午後、御家族より転院について説明がある為、御家族より電話か面会がある予定です。

· 森　エツ　様～浮腫継続の為、利尿剤（アスパラＫ散、ラシックス）16日の朝より1週間継続処方となっています。浮腫の状態、排尿、呼吸苦、喘鳴の有無、食事の摂取量を引き続き観察してきましょう。

＜生活機能訓練報告＞

· 榊　八重子様～表情冴えず、確認行為が多いですが、プログラムに参加することは出来ています。園芸にも参加され、「楽しみです」と話されています。慣れた手つきで菊の手入れなどを行っています。時折、依存的となったり、自分の思うようにいかないと怒り出すなど、感情のコントロールができない様子みられています。話しを傾聴していきましょう。

· 松田　信夫様～不穏となり、興奮しスタッフを追いかけること見られています。特定のスタッフが距離を置くことで興奮は収まっています。事故やトラブルにならないように対応していきましょう。

· 山下　ヨシ様～体操後、自室に戻ってしまうことが多く見られていましたが、レクリエーションでボーリングへの参加を促すと、笑顔で参加されています。見学中も表情良いです。未だ、途中で自室に戻ることはありますが、徐々に参加できており、今後も声掛けしていきましょう。

· 瀬川　はな様～プログラム中は、独語やジェスチャーなど見られず、穏やかに参加されています。声掛けにもスムーズに移動され、特に問題はありません。状態維持できるようにプログラム参加していただきましょう。

· 前野　好三様～プログラム開始時、臥床されている事があり、声掛けすると、「もう少し休ませてくれ」などと話されていますが、遅れて参加できています。身体機能の低下が見られることから、個別での下肢運動を取り上げていく予定です。無理なく徐々に行っていき、アフターケアをしっかりと行うようにしましょう。担当スタッフ以外も協力していきましょう。

· 山下　さき様～車椅子を使用していましたが、現在、歩行器を使用して歩かれています。特に危険な様子見られませんが、使用し始めですので、注意して観察して行きましょう。

· 小笠原政勝様～声掛けに反応しますが、疎通とれず理解できていない様子見られています。体操なども介入必要としていますので、他動での運動など取り入れていきましょう。

＜プログラム検討＞

· 10月には運動会を入れていく予定です。このようなプログラムを行いたいなどの意見があったらプログラム担当者まで意見を出してください。

＜回想法報告＞

今回のセッションでは、折り紙で作った果物や野菜を模造紙に貼るという作業を通して回想を促していきましたが、本物の姿を思い浮かべるという作業が加わることで回想や発言を引き出すことができてようです。また、折り紙を貼って一つの作品を仕上げていく事で満足感も高まったようです。

· 小山　正好様～開始前にホールないをウォーキングされており、他患者様より「足音がうるさい」「邪魔だ」との声があがっています。スタッフの声掛けにて他の場所に移動していただいています。回想法の時間になるとホールにはいらっしゃいますが、言語的な関わりが困難であり、途中で立ち歩きや退席することも多く見られています。プログラム中にホール内をウォーキングされることによって他患者とのトラブルが生まれる可能性もあるため、他の場所に移動していただくなどの対応を取っていきます。

· 谷内　愛子様～開始前ホールを歩いている小山様に対し「うるさい」と足を蹴ろうとされることがありますが、その後は不機嫌さなく参加されています。

· 山内　公博様～やや表情の硬さがあり、下を向いている事が多く見られますが、周囲の発言には耳を傾けています。

· 河村　勝男様～先週は参加拒否されていましたが、今週は表情穏やかに参加することが出来ています。

· 村舘　ミネ様～2週間ぶりに参加されています。かぼちゃの折り紙を見ていただくと、昔病棟でかぼちゃパンを作った思い出話されています。

＜SST報告＞

· Ａユニット

ウォーミングアップでは、ラジオ体操を行っています。他者へ物をあげたり、他者からもらったりしている方が多いということで、テーマは「他者の親切をやわらかく断る」となっています。相手の気分を悪くさせない断り方について意見を出してもらい考えて頂いています。他患者様に物をあげる患者様に対しては、ロールプレイを見て頂きどのように感じたのかを考えて頂きましょう。次回のＳＳＴでは、「他者の親切をやわらかく断る」ことを実際やってみた患者様にロールプレイをしていただいて下さい。また、なぜ、物のやり取りが良くないかも話しあってみてもいいかと思います。

· Ｂユニット

ウォーミングアップでは、「他患者様の良いところを言う」を行なっています。テーマは「秋の食べ物について」となっており、皆さん表情良く話されています。的外れな返答をする患者様が多く会話の内容を上手く軌道修正できなかったとの反省点が挙がっています。

リーダーだけではなくコ・リーダーも一緒に患者様が話しを切り上げられるようにフォローしながら進めていきましょう。次回のＳＳＴは彼岸について行なっていきます。患者様がたくさん発言できるような雰囲気を作っていきましょう。

· ＣＤユニット

ウォーミングアップでは、「旗揚げゲーム」を行っています。テーマは「秋の食べ物について」となっており、色々な食べ物の名前を挙げてもらっています。全体的にまとまっており良い雰囲気で行う事ができています。トイレに行く為に退席された方がいらっしゃいましたが、再度参加することが出来ています。次回のＳＳＴでは彼岸について意見を出していただきます。患者様からたくさんの意見がでるように声掛けしていきましょう。

※　以前にもいいましたが、プレ、アフターミーティングをしっかりと行い記録に残すようにしてください。ＳＳＴの記録についても今後、検討していきたいと思います。

